
昭
和
二
十
年
・
皇
紀
二
六
〇
五
年
・

西
暦
一
九
四
五
年
の
８
月
１
５
日
立
憲

君
主
国
日
本
帝
国
は
敗
戦
し
た
。

世
に
そ
の
日
を
「
終
戦
記
念
日
」
と
呼

び19
8
2

年
4
月
13
日
に
8
月
15
日

を
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す

る
日
」
と
す
る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
現
在
で
は
こ
の
閣
議
決
定
に
基
づ

い
て
毎
年
8
月
15
日
に
全
国
戦
没
者

追
悼
式
が
行
わ
れ
正
午
に
黙
祷
が
さ
さ

げ
ら
れ
て
い
る
。（
甲
子
園
野
球
も
中

断
）毎

年
、
そ
の
日
を
思
い
出
す
。
学
童

（
小
六
）

疎
開
中
で
あ
っ
た
が
、
お
盆
で

七
条
の
家
に
い
た
。
病
気
で
臥
せ
っ
て

い
た
祖
父
が
「
正
午
に
重
大
放
送
が
あ

る
の
で
店
に
あ
る
「
レ
ジ
ヲ
」
で
聞
い

て
知
ら
せ
ろ
」
と
言
う
。

聞
い
た
が
雑
音
の
あ
り
、

言
葉
も
難
し
く
意
味
が
判

ら
な
か
っ
た
。
四
軒
東
の

新
聞
屋
さ
ん
の
お
じ
さ
ん

に
聞
き
に
行
く
と
「
日
本
が
戦
争
に
負

け
た
」
と
言
う
。「
神
風
は
ま
だ
吹
い

て
な
い
」
と
反
発
す
る
と
「
そ
ん

な
も
ん
は
吹
く
は
ず
は
な
い
も
う

負
け
た
ん
や
」
で
し
た
。
寝
て
い

る
祖
父
に
告
げ
る
と
「
天
皇
様
に

申
し
訳
な
い
、
可
哀
想
や
」
ポ
ロ
ポ
ロ

と
見
な
い
目
か
ら
大
粒
の
涙
を
こ
ぼ
し

た
。
祖
父
は
、
９
月
２
日
に
、
58
歳
亡

く
な
っ
た
。
元
気
で
優
し
い
人
だ
っ
た

が
、
今
に
し
て
思
え
ば
三
ヶ
月
程
、
勤

労
奉
仕
で
炭
鉱
で
働
い
た
の
で
「
塵
肺
」

が
原
因
だ
と
推
測

し
て
い
る
。

勤
労
奉
仕
は
祖
母

も
学
区
婦
人
会
で

集
ま
り
風
船
爆
弾
用
の
紙
に
コ
ン
ニ
ャ

ク
汁
を
塗
り
に
行
っ
た
。
風
船
に
ガ
ス

を
入
れ
偏
西
風
ア
メ
リ
カ
ま
で
飛
ば
し

下
の
爆
弾
破
裂
で
攻

撃
す
る
と
い
う
。
彼

我
の
差
は
歴
然
、

ア

メ
リ
カ
は
既
に
広
島

長
崎
に
原
爆
を
落
と

し
て
何
十
万
の
非
戦

闘
員
、
敗
戦
前
日
大
阪
（
京
橋
）
空
襲

を
し
た
。
敗
戦
で
終
戦
に
な
り
、
後

67
年
間
日
本
は
戦
争
が
な
い
。
交
戦
権

放
棄
と
い
う
重
い
錨
が
支
え
た
の
だ
。

そ
し
て
、
被
爆
し
12
歳
で
白
血
病
で

亡
く
な
っ
た
佐
々
木

禎
子
さ
ん
の
願
い
が

か
な
っ
て
今
年
、
原

爆
投
下
を
命
じ
た
ト

ル
ー
マ
ン
元
米
大
統
領

の
孫
ク
リ
フ
ト
ン
・
ト

ル
ー
マ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル

さ
ん
（
55
）
が
来
日
し
、

６
日
の
広
島
市
平
和
記
念
式
と
、
９
日

長
崎
市
の
平
和
祈
念
式
典
に
参
列
す
る
。

彼
は
、
投
下
命
令
し
た
大
統
領
の
祖
父

を
代
理
し
て
来
た
と
思
い
た
い
。
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▽
６
日
は
広
島
・
９
日
は
長
崎

に
原
爆
が
落
と
さ
れ
15
日
敗
戦
、

そ
れ
ぞ
れ
の
記
念
日
が
あ
り
平

和
を
誓
う
。
そ
し
て
16
日
は
お

盆
の
送
り
火
・
大
文
字
焼
き
が

京
都
の
夜
に
映
え
る
。

▼
昭
30
年
代
ま
で
は
、
学
校
の

屋
上
か
ら
大･

妙
法
・
舟
形･

肥

大
例
左
大･

鳥
居
と
五
山
総
て

の
送
る
火
が
拝
め
た
が
、
高
層

ビ
ル
が
増
え
，
校
舎
の
屋
上
で

は
一
望
出
来
な
い
。

▽
右
に
比
叡･

左
に
愛
宕
の
高

峰
、
連
な
る
山
並
み
は
北
と
東

西
に
あ
り
、
鴨
川
の
清
流
も
あ

る
。
平
安
の
名
に
相
応
し
く
、

比
較
的
大
災
害
少
な
く
、
千
数

百
年
都
で
あ
る
（
あ
っ
た
）
。

▼
景
色
景
観
だ
け
で
な
く
社
寺

仏
閣
、
殆
ど
戦
火
か
ら
逃
れ
た

町
並
み
も
残
っ
て
い
る
。
パ
リ

と
は
町
並
み
保
存
状
態
は
格
段

の
差
は
あ
る
が
姉
妹
都
市
。

▽
広
告
だ
ら
け
の
市
バ
ス
は
品

が
悪
く
、
市
費
で
つ
く
ら
れ
た

地
下
街
店
舗
は
地
上
の
既
存
店

舗
と
競
合
す
る
か
も
。
「
公
」

に
は
そ
れ
な
り
の
節
度
を
要
す
。

▼
お
金
の
た
め
だ
ろ
う
が
、
公

園
、
道
路
、
学
校
な
ど
で
お
金

稼
ぐ
と
古
都
の
品
性
を
疑
わ
れ
、

悔
い
を
残
さ
な
い
だ
ろ
う
か
？
。

千
年
の
都
も
数
年
で
壊
せ
る
。

￤
ど
ん
つ
き
￤

朝
粥
会
満
席
続
き
、

ご
予
約
を

定
例
：
7
月
15
日
第
３
日
曜
日

お

話
：
「
東
日
本
大
震
災
の

活
動
を
振
り
返
っ
て
」

日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部

事
業
推
進
課
長

山
田
二
三
男

様

京
都
医
療
救
護
一
班
〜
三
班
は
、

地
震
後
、
２
時
間
後
救
急
車
２
台
で

出
発
、
積
雪
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、

宮
城
県
庁
支
部
に
、
他
府
県
に
先
駆

け
て
到
着
。
情
報
錯
綜
の
中
指
示
に

よ
り
、
石
巻
に
移
動
、
取
り
あ
え
ず

人
命
第
一
と
負
傷
者
の
搬
送
、
医
療

手
当
て
に
従
事
し
、
準
備
し
て
き
た

緊
急
必
要
物
資
配
布
も
し
た
。
当
初
は

行
政
組
織
が
津
波
地
震
の
影
響
で
大
変

困
難
な
地
区
も
あ
っ
た
。
救
援
は
長
期
、

心
の
ケ
ァ
ー
も
大
事
だ
と
話
さ
れ
た
。
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日
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八
日
ソ
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参
戦

九
日
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長
崎
・
十
五
日
終
（
敗
）
戦

一
九
四
五
年
は

原
点
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時
事
通
信
が
【

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ

が
13
日
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
全
国
の
酒
店
経
営
者
の
年
金
共

済
事
業
を
手
掛
け
て
い
た
全
国
小
売
酒

販
組
合
中
央
会
（
昭
28
年
設
立
東
京

都
）
は
同
日
、
東
京
地
裁
に
民
事
再
生

法
の
適
用
を
申
請
。
負
債
総
額
は
、
約

150

億
円
。
約
1
万
5
千
人
の
加
入
者

へ
の
掛
け
金
返
還
が
困
難
と
な
る
。
】

こ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
が
載
っ
た
。

こ
の
中
央
会
は
私
も
参
加
し
て
い
る

東
山
小
売
酒
販
組
合
の
最
上
部
組
織
で
、

共
済
年
金
を
か
け
て
な
さ
る
酒
屋
さ
ん

も
あ
り
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
。

中
央
会
は
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
に
立

派
な
建
物
を
持
っ
て
い
た
が
、
負
債
額

が150

億
と
大
き
く
上
回
っ
て
ど
う
に

の
も
な
ら
な
い
結
果
ら
し
い
。
写
真
；

総
会
時
内
部

今
で
も
時
々

「
米
屋
さ
ん
と

酒
屋
さ
ん
は
お

金
持
ち
が
多
い
」

と
言
わ
れ
る
。

そ
れ
は
京
都
の

町
で
四
つ
角
で

見
る
と
数
軒
酒
屋
米
屋
が
見
え
た
時
代

の
こ
と
、
今
は
激
減
し
て
い
ま
す
。

さ
か
の
ぼ
る
と
室
町
時
代
か
ら
「
お

酒
」
は
税
の
対
象
な
な
り
、

造
る
側

も
、
そ
の
た
め
の
庇
護
を
当
に
し
た
関

係
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
何
と
平
成
ま
で

続
い
て
い
た
の
で
す
。
総
理
大
臣
に
な
っ

た
酒
造
家
さ
ん
。
名
前
は
書
か
な
い
が

「
貧
乏
人
は
麦
を
食
え
」、
「
三
本
指
で

女
性
を
口
説
い
た
と
言
わ
れ
る
方
」
ア
ッ
！

「
消
費
税
を
採
用
し
た
方
」
も
そ
う
で

し
た
。
そ
れ
以
外
で
も
「
大
蔵
省
関
税

局
（
酒
を
管
理
す
る
部
門
）
出
身
の
議

員
さ
ん
や
大
臣
に
な
っ
た
方
は
、
両
手

両
足
の
指
数
よ
り
遥
か
に
多
い
。

製
造
か
ら
販
売
の
末
端
ま
で
、
保
税

（
脱
税
防
止
）
の
た
め
「
免
許
」
制
度

で
【
ピ
ッ
タ
シ
・
カ
ン
民
】
で
し
た
。

醸
造
家
（
日
本
酒
、
麦
酒
・
洋
酒
）

の
組
合
も
卸
・
小
売
の
組
合
も
【
政
治

献
金
や
選
挙
支
援
】
を
ど
れ
だ
け
し
た

こ
と
か
！
。
わ
が
社
も
組
合
員
な
の
で
、

政
治
献
金
分
比
率
の
金
額
を
差
引
き
し

払
い
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

個
々
で
は
小
額
な
の
で
敢
え
て
し
な
か
っ

た
。
全
国
の
酒
屋
さ
ん
分
の
総
金
額
は

「
並
み
」
で
は
な
い
と
思
う
。

過
っ
て
、
警
察
予
備
隊
が
設
け
ら
れ

た
当
時
、
酒
税
は
そ
の
費
用
を
総
て
賄

え
る
ほ
ど
と
聞
い
た
。
経
済
発
展
で
、

消
費
構
造
も
変
わ
り
、
財
源
も
消
費
税

の
比
重
が
増
え
た
。
大
蔵
省
も
政
治
家

の
態
度
が
「
と
た
ん
に
激
変
」
組
合
や

酒
屋
さ
ん
の
多
く
が
「
宝
物
」
の
よ
う

に
し
て
い
た
「
免
許
制
度
」
が
自
由
化

し
た
。
正
に
「
金
の
切
れ
目
は
縁
の
切

れ
目
」
の
見
本
。
そ
れ
に
業
界
全
体
の

不
勉
強
、
努
力
不
足
も
重
な
っ
て
【
酒

屋
米
屋
」
が
激
減
し
た
。
掛
け
た
情
け

に
裏
切
ら
れ
、
悪
女
に
情
け
を
か
け
た

自
分
を
笑
う
し
か
な
い
。

※
悪
女
は
ご
想
像
下
さ
い
。

こ
の
文
は
【
ト
ン
か
ら
り
ん
№
74
号
】

2005

年
9
月
号
の
「
酒
屋
大
変
」
の

続
編
と
し
て
お
読
み
く
だ
さ
れ
ば
、
よ

り
酒
屋
の
姿
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
集
酉
楽

サ
カ
タ
ニ
」
〜
「
と
ん
か
ら
り
ん
」
へ

で
も
見
ら
れ
ま
す
。
ヤ
フ
ー
。
グ
ー
グ

ル
で
「
酒
屋
大
変
」
で
検
索
下
さ
い
。

ご
要
望
あ
れ
ば
メ
ー
ル
貼
付
送
付
可
。

★
酒
販
組
合
で
発
行
し
て
い
る｢

麦
酒

ギ
フ
ト
券
等
」
は
、
中
央
会
と
は
別
組

織
で
販
売
さ
れ
て
お
り
ご
懸
念
無
し
。

【
20
才
の
と
き
の
写
真
を

じ
っ
と
見
つ
め
る
】

先
月
か
ら
こ
の
欄
を
書
い
て
ま
す
が
、

実
は
文
春
新
書
「100

歳
ま
で
ボ
ケ
な

い101

の
方
法
」
白
澤
卓
二
著
：
を
種

本
に
し
て
い
ま
す
。

【

】
内
は
そ
の
引
用
部
分
で
す
。

そ
こ
で
20
歳
の

私
の
写
真
を
探

し
ま
し
た
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
18
歳
、
左

の
→
写
真
に
な
り
ま
し
た
。
ウ
ソ
！
と

言
わ
な
い
で
下
さ
い
。
当
時
は
痩
せ
て

ガ
リ
ガ
リ
40
㎏
。
随
分
悩
ん
だ
り
苦
し

い
生
活
を
し
た
こ
ろ
で
す
。
ヤ
ッ
ト
ほ

の
か
な
明
か
り
が
見
え
た
の
は
四
十
才

前
、
以
後
、
食
過
ぎ
て
今
は
61
㎏
で
す
。

【
あ
あ
、
あ
の
と
き
は
若
か
っ
た
な
、

と
懐
か
し
が
る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

20
歳
の
と
き
の
体
を
見
て
ほ
し
い
の
で

す
。
大
部
分
の
か
た
は
、
お
そ
ら
く
い

ま
よ
り
や
せ
て
い
た
の
で
な
い
で
し
ょ

う
か
。
体
つ
き
も
し
ま
っ
て
い
た
は
ず

で
す
。
体
重
で
言
え
ば
10
㎏
ぐ
ら
い
は

少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
生
を
通
じ
て
体
重
の
変
化
が
少
な
い

の
は
、
健
康
長
寿
に
つ
な
が
る
と
述
べ

て
き
ま
し
た
が
そ
の
ヒ
ン
ト
が
20
歳
の

と
き
の
写
真
で
す
。

日
野
原
重
明
先

生
の
20
歳
代
の

写
真
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

当
時
の
体
重
は

60
㎏
で
、
い
ま

と
比
較
し
て
し
わ
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

も
ち
ろ
ん
若
い
の
で
す
が
、
顔
つ
き
や

体
つ
き
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い

感
じ
が
し
ま
す
。
現
在
の
体
重
を
聞
い

て
み
る
と
63
㎏
と
の
こ
と
。
】
中
略

【
20
歳
代
と
体
重
が
変
わ
っ
て
い
な

い
人
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
糖
尿
病
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

標
準
体
重
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
い
う
数
値
で
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
体
重
（
㎏
）

を
身
長
（
メ
ー
ト
ル
単
位
）
の
二
乗
で

割
っ
た
数
で
す
。
】
理
想
数
値
は
22

ち
な
み
に
私
は
体
重
61
㎏
身
長1.61

米

で
数
値
23.

52

標
準
が
22
で
す
か
ら

ヤ
ヤ
肥
満
で
し
た
。

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
、
【20

才
の
と
き
の
写

真
を
じ
っ
と
見
つ
め
ま
し
ょ
う
】

ガ
ッ
カ
リ
し
な
い
こ
と
。

信
じ
る
者
は
救
わ
れ
る
し
、

努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
も
の
で
す
。

★
先
月
の
「
舌
出
し
た
体
操
」
さ
れ
て

ま
す
か
？
。
先
ず
隗(

か
い)

よ
り
始
め

よ
！
で
私
は
毎
日
や
っ
て
マ
ッ
セ
。
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ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

全
国
小
売
酒
販
組
合
中
央
会

民
事
再
生
法
申
請

お
金
の
要
ら
な
い

長
い
生
き
法
②

報
告
・
・
第
3
回
：

馬
町
爆
撃
を
語
り
継
ぐ
会

前
の
戦
争
で
爆
撃
さ
れ
、
死
者･

負
傷
者
、
被
災
家
屋
も
多
く
で
た
馬

町
。
そ
の
事
実
が
「
風
化
」
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
と
、
本
年
１
月
16

日

（
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
日
）
そ
の
場

所
（
旧
修
道
学
区
）
元
東
山
小
学
校

で
一
回
目
約
80
名
：
二
回
目
5
月
16

日
約
30
名
に
開
催
。
そ
の
第
3
回
目

が
7
月
25
日
に
同
じ
学
校
の
図
書
室

で
24
名
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 3
回
目
は
「
か
く
さ
れ
た
空
襲
」
と

い
う
映
画
を
見
た
後
、
「
資
料
収
集
」

や
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
「
会
の
運
営
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
方
向
性
の

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
10
月
こ
ろ

に
第
4
回
を
開
催
し
、
更
に
検
討
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
有
難
う
が
ざ
い
ま
し
た
。



こ
の
お
寺

は
、
前
号

の
三
嶋
神

社
と
同
じ
く
京

都
か
ら
東
国
に

向
か
う
古
道｢

渋

谷
街
道｣
沿
い
に

あ
る
。

鎌
倉
時
代
、
近

く
に
六
原
探
題
が
出
来
て
、
東
国
か
ら

運
ば
れ
た
駿
馬
の
市
が
出
来
た
こ
と
か

ら
街
道
口
付
近
を｢

馬
町
」
と
も
い
う
。

先
の
戦
争
で
、
寺
の
近
く
が
爆
撃
さ
れ

「
馬
町
爆
撃
を
語
り
継
ぐ
会
」
名
の
風

化
を
防
ぐ
会
が
動
い
て
い
る
。

平
安
時
代
こ
の
辺
り
は
、
小
松
谷
と

呼
ば
れ
、
平
重
盛
の
別
邸
が
あ
り
、
そ

れ
で
重
盛
は
小
松
殿
と
呼
ば
れ
、
積
翠

園
庭
園
（
前
武
田
病
院
内
）
も
邸
内
だ
っ

た
そ
う
だ
。

当
時
、
重
盛
は
境
内
に
持
仏
堂
を
建
て
、

48
体
の
仏
に
毎
夕
48
の
灯
籠
を
と
も

し
て
い
た
と
言
う
。
平
家
滅
亡
後
は
、

九
条
兼
実
の
別
邸
と
な
り
、
法
然
を
招

き
、
兼
実
が
剃

髪
出
家
し
た
旧

跡
で
も
あ
る
。

そ
の
後
法
然
上

人
が
住
み
、
小

松
谷
御
坊
と
称

さ
れ
、
門
前
に

「
小
松
谷
御
坊
」
の
石
碑
が
残
っ
て
い

た
が
、

応
仁
の
乱
で
、
御
坊
は
灰
燼

と
帰
し
、
江
戸
中
期
に
義
山
・
恵
空
に

よ
り
復
興
し
、
北
野
の
真
盛
辻
子
に
あ
っ

た
正
林
寺
が
移
さ
れ
た
。

享
保
20
年
（1735

年
）
九
条
家
よ
り

河
原
殿
の
建
物
が
移
築
さ
れ
、
大
師
堂
・

方
丈
な
ど
に
な
っ
た
。

法
然
上
人
が
こ
こ
に
居
住
し
て
い
た
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。
法
然
上
人
二
十
五

二
条
駅
前

を
発
車
し

た
市
電
は
、

千
本
通
を
北
上
し
ま
す
。
左
手
に
は
、

つ
い
先
ご
ろ
ま
で
あ
っ
た
タ
イ
ル
貼
り

の
古
い
ビ
ル
な
ど
が
続
き
、
右
手
に
は
、

京
都
市
立
中
京
中
学
校
、
そ
し
て
、
先

号
で
も
紹
介
し
た
、
望
楼
を
持
つ
旅
館

が
見
え
ま
す
。
当
時
で
も
、
特
異
な
外

観
を
し
た
建
物
で
、
市
電
か
ら
も
、
よ

く
見
え
た
も
の
で
す
。
邸
宅
と
し
て
建

て
ら
れ
、
望
楼
は
展
望
台
だ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
も
な
く
、
到
着
す
る
の
が
「
出
世

稲
荷
前
」
の
停
留
所
で
す
。
電
停
の
東

側
に
、
そ
の
起
源
と
な
っ
た
出
世
稲
荷

神
社
の
鳥
居
と
小
さ
な
境
内
が
見
え
ま

す
。こ

の
神
社
の
起
源
は
、
豊
臣
秀
吉
が
、

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）、
み
ず
か

霊
跡
第
14
番
の
寺
。
重
盛
は
平
清
盛

の
長
男
。「
忠
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
考

考
な
ら
ず
」
と
嘆
い
た
人
と
言
う
。

平
清
盛
ブ
ー
ム
で
、
六
波
羅
密
寺
は
、

千
客
万
来
。
長
男
重
盛
別
邸
跡
の
こ
の

お
寺
は
、
貸
駐
車
場
と
保
育
園
併
設
、

幼
児
の
声
が
溢
れ
て
は
い
る
が
少
し
淋

し
い
空
気
を
感
じ
る
。
ふ
と
思
う
。

子
は
、
常
に
父
を

越
せ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
？
と
。

ら
が
築
い
た
聚
楽
第
に
稲
荷
神
社
を
勧

請
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
翌
年
に

は
時
の
御
陽
成
天
皇
が
聚
楽
第
に
行
幸

し
、
天
皇
は
、
豊
臣
秀
吉
の
出
世
に
あ

や
か
り
、
こ
の
神
社
に
「
出
世
」
の
称

号
を
与
え
た
と
言
い
ま
す
。
開
運
出
世

を
祈
願
す
る
神
社
と
し
て
栄
え
、
聚
楽

第
が
取
り
壊
さ
れ
た
後
の
寛
文
三
年

（
一
六
六
三
）、
こ
の
場
所
に
移
さ
れ
ま

し
た
。
江
戸
時
代
中
期
に
は
隆
盛
を
極

め
、
三
百
を
超
え
る
鳥
居
が
立
っ
た
と

言
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
市
街
地
の
拡
大
に
伴
い
、

社
殿
の
規
模
は
縮
小
さ
れ
ま
す
。

社
殿
は
明
治
時
代
以
降
に
建
立
さ
れ
ま

し
た
が
、
文
化
財
指
定
は
な
い
た
め
、

修
復
は
神
社
が
全
額
負
担
し
て
き
ま
し

た
。
氏
子
も
少
な
く
、
境
内
の
土
地
を

売
却
し
て
賄
っ
て
き
ま
し
た
が
、
全
面

的
な
修
復
の
費
用
は
な
く
、
境
内
地
を

売
却
し
て
左
京
区
大
原
へ
移
転
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
市
バ
ス
、
京
都
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ

バ
ス
の
バ
ス
停
が
集
中
す
る
「
出
世
稲

荷
前
」
で
は
、
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、
な

か
で
は
解
体
作
業
の
真
っ
最
中
で
し
た
。

ま
も
な
く
、
秀
吉
ゆ
か
り
の
神
社
は
、

こ
の
地
か
ら
姿
を
消
し
ま
す
が
、「
出

世
稲
荷
前
」
は
、
改
名
さ
れ
る
こ
と
も

な
く
、
移
転
後
も
継
続
さ
れ
る
よ
う
で

す
。出

世
稲
荷
か
ら
西
へ
向
か
っ
て
道
路

が
伸
び
て
い
ま
す
。
旧
二
条
通
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
広
隆
寺
に
向
か
う
道

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
参
詣
道
と
し
て
太

子
道
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

「
旧
」
を
冠
す
る
通
り
名
は
、
京
都
で

は
異
質
な
感
じ
が
し
ま
す
。

明
治
に
な
り
、
西
ノ
京
の
あ
た
り
で

も
土
地
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
太
子
道

の
南
方
に
新
道
が
敷
か
れ
ま
す
。
そ
の

道
は
、
旧
市
街
に
あ
る
道
路
と
の
位
置

関
係
か
ら
、
二
条
通
の
延
長
線
上
に
相

当
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
し
い
二
条

通
と
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
元
の

太
子
道
は
、「
旧
二
条
通
」
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

旧
二
条
通
を
し
ば
ら
く
行
く
と
、
商

店
が
連
な
り
、
市
電
時
代
は
、
近
隣
の

買
い
物
ゾ
ー
ン
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

山
陰
本
線
も
交
差
し
て
お
り
、
北
へ
向

か
っ
て
い
た
山
陰
本
線
が
西
へ
向
き
を

変
え
る
と
こ
ろ
で
、
撮
影
の
好
適
地
で

し
た
。
ま
た
、
歩
道
橋
も
あ
っ
て
、
そ

こ
か
ら
も
俯
瞰
撮
影
を
し
た
も
の
で
し

た
。今

回
、
こ
の
出
世
稲
荷
前
付
近
の
市

電
時
代
の
写
真
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
停

留
所
の
プ
レ
ー
ト
以
外
に
撮
影
物
件
は

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
前
に
も

記
し
た
よ
う
に
、
四
条
千
本
大
宮
線
の

廃
止
が
急
だ
っ
た
た
め
、
あ
ま
り
撮
影

で
き
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

と
く
に
出
世
稲
荷
前
付
近
は
、
取
り
立

て
て
見
る
べ
き
も
の
が
な
く
、
撮
影
で

歩
い
て
も
、
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
代
わ
り
に
、
旧
二
条
通

を
行
く
山
陰
本
線
の
蒸
気
機
関

の
写

真
で
代
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ご
了
解
く
だ
さ
い
。

市
電
が
走
っ
た
街

京
都
を
巡
る
⑱

福
田
静
二

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ
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山陰本線、旧二条通踏切を行く

Ｃ５７重連の列車）

旧二条通踏切には歩道橋もあって、

いつも撮影者で賑わっていた

正
林
寺

弥
陀
経
が
ぎ
っ
し
り

刻
ま
れ
た
阿
阿
弥
陀
経
石

平
重
盛
邸
宅
跡



父
か
ら

借
用
し

た
二
軒

で
（
現
在
地
）
酒
屋
（
西
側
）
９
時
〜
20

時
日
曜
定
休
。
（
昭49.10

）
。
立
飲

み
酒
処
（
東
側
）
土
日
祝
休
17
〜
20
時

（
昭49.12

）
営
業
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
七
条
通
は
街
路
灯
も
な

く
、
日
暮
れ
に
な
る
と
人
通
が
メ
ッ
キ

リ
減
り
ま
す
。
そ
う
だ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

で
明
る
く
し
よ
う
と
、
当
時
近
く
に
あ
っ

た
「
美
大
」
の
生
徒
に
下
絵
を
考
え
て

も
ら
い
、
←
そ
れ
を
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
描

き
照
明
付
け

ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
で
、
暗
い

街
だ
け
に
目

立
ち
ま
し
た
。

家
内
名
義
で

開

業

し

た

「
酒
処
」
も

当
初
2
ヶ
月
は
苦
戦
し
ま
し
た
が
忙
し

く
な
り
ま
し
た
。
酒
屋
は
，
月
初
三
日

間
「
ワ
ン
ツ
ー
ス
リ
ー
セ
ー
ル
」
で

酒
食
品
の
特
売
。
低
価
格
酒
「
京
晴
」

や
「
日
本
名
門
酒
会
」
の
酒
の
取
組
み
、

業
務
用
の
お
得
意
先
も
増
え
ま
し
た
。

「
酒
処
」
で
は
、
麦
酒
や
酒
は
小
売
に

十
円
乗
せ
た
価
格
、
お
で
ん
も
安
い
の

で
二
月
ご
ろ
に
客
席
を
広
げ
る
状
態
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
明
石
の
江

井
ヶ
島
酒
造
Ｓ
役
員
か
ら
電
話
で

「
高
松
の
Ｎ
酒
屋
さ
ん
が
今
度
出

来
る
映
画
村
で
「
う
ど
ん
屋
」
を

出
店
さ
れ
る
で
さ
れ
る
さ
れ
る
力
を
貸

し
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
Ｓ
氏

は
父
が
酒
卸
会
社
社
長
の
時
代
債
権
者

お
目
付
け
で
専
務
だ
っ
た
人
、
義
理
も

あ
っ
て
出
店
準
備
に
倉
庫
を
提
供
な
ど

協
力
を
し
ま
し
た
。

映
画
村
の
「
う
ど
ん
屋
」
は
大
成
功

さ
れ
丸
太
町
、
木
屋
町
に
「
め
ん
坊
」

の
名
前
の
店
も
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

お
酒
や
材
料
は
当
店
か
ら
お
買
い
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
Ｎ
さ
ん
が
店
に
来

ら
れ
る
度
に｢
立
飲
み
酒
処
」
を｢

う
ど

ん
屋
」
に

と
再
々
薦

め
ら
れ
ま

し
た
が
無

視
し
て
い

ま
し
た
。

あ

る

日

｢

高
松
で

酒
屋
を
し

て
い
た
私
が
う
ど
ん
屋
を
し
て
い
た
、

勿
体
無
い
な
ぁ
」
と
の
つ
ぶ
や
き
を
小

耳
に
は
さ
み
ま
し
た
。
営
業
時
間
３
時

間
、
勿
体
無
い
の
は
確
か
、
考
え
て
も

良
い
か
と
、｢

う
ど
ん
屋
」
巡
り
を
始

め
、
同
時
に
ス
タ
ッ
フ
探
し
も
で
す
。

日
本
の
将
来
を
憂
う
笑

い
話
フ
ァ
ミ
マ
に
来
た
女
子
高
校
生

が
、｢

ハ
ガ
キ
下
さ
い
」
と
言
う
の
で

｢

ハ
ガ
キ
（
官
製
）
」
を
渡
し
た
。
す

か
さ
イ
わ
っ
る
ず
50
円
切
手
も
と
い
い

渡
す
と｢

ハ
ガ
キ
」
に
貼
ろ
う
と
す
る
。

ビ
ッ
ク
リ
し
て
「
ハ
ガ
キ
は
切
手
は
貼

ら
な
く
て
よ
い
」
と
注
意
す
と｢

ハ
ガ

キ
っ
て
こ
の
ま
ま
で
届
く
ん
で
す
か
？
」

と
聞
き
な
お
し
た
。
ハ
ガ
キ
に
は
既
に

50
円
〒
料
金
が
入
っ
て
い
る
か
ら
切
手

は
要
ら
な
い
と
説
明
し
た
と
い
う
。

パ
ー
ト
さ
ん
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
て
、

こ
の
子
さ
ん
た
ち
が
親
に
な
っ
た
時
、

日
本
は
大
丈
夫
か
？
と
憂
い
た
。

写
真
は
四
条
店
三
井
ビ
ル
Ｂ
１
・

木
屋
町
店
あ
り
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○
毎
年
、
八
月

に
な
る
と
前
の

戦
争
時
代
、
ガ
ー
ピ
ー
と
雑
音
で
聞
取

り
難
い
所
謂
「
玉
音
放
送
」
を
聞
い
て

い
た
場
面
を
思
い
出
す
。
ジ
リ
ジ
リ
す

る
よ
う
な
暑
い
日
だ
っ
た
。

●
そ
の
夜
は
、
通
の
ど
の
家
か
ら
も
、

電
灯
が
灯
り
、
町
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
っ

て
見
え
た
。
敗
戦
で
空
襲
の
心
配
が
な

く
灯
火
管
制
が
不
要
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

で
も
不
安
で
か
静
か
な
夜
だ
っ
た
。

○
そ
の
日
も
暑
か
っ
た
が
満
12
歳
、
こ

の
号
を
書
い
て
い
る
今
は
78
歳
。
66
年

年
月
で
暑
さ
が
応
え
て
指
が
進
ま
な
い
。

五
輪
選
手
の
活
躍
を
支
え
に
頑
張
ろ
う
。

●
戦
争
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
思
い
出
し

た
国
民
学
校
4
年
生
時
、
「
民
族
の
祭

典
」
と
い
う
ベ
ル
リ
ン
五
輪
の
記
録
映

画
。
映
画
は
戦
争
で
役
者
が
兵
役
で
芝

居
が
出
来
な
い
「
南
座
」
で
見
た
。

○
マ
ラ
ソ
ン
で
一
位
と
二
位
で
ゴ
ー
ル

イ
ン
。
日
の
丸
が
上
が
っ
て
大
喜
び
し

た
。
一
位
「
ソ
ン
」
と
二
位
「
ナ
ン
」

の
名
の
選
手
。
本
来
な
ら
「
韓
国
か
朝

鮮
」
の
国
旗
だ
ろ
う
に
。

●
序
に
書
く
。
1940
年
（
昭
15
）
皇
紀
2600

年
「
東
京
」
で
の
五
輪
大
会
開
催
が
決

ま
っ
て
い
た
。
自
分
が
起
こ
し
た
戦
争

が
厳
し
く
な
っ
て
、
日
本
は
辞
退
し
た
。

24
年
も
遅
れ
て
開
催
が
で
き
た
。

○
そ
の
間
、
数
千
万
の
人
が
戦
争
で
死

ん
だ
。
平
和
こ
そ
大
切
と
「
と
ん
か
ら

り
ん
子
」
は
思
う
。
更
に
電
気
を
大
切

に
と
ク
ー
ラ
ー
の
無
い
部
屋
、
裸
に
近

い
姿
で
こ
の
155
号
を
書
い
て
い
る
。

ア
ホ
ヤ
な
ぁ
と
思
い
な
が
ら
・
・
。

酒
屋
で

生
き

て

生
か
さ
れ
て

編
集
後
記

第
七
十
二
話

小
耳
に
は
さ
ん
で

得
た
チ
ャ
ン
ス
③.

【
言
っ
て
み
れ
ば
、
た
か
が
電
気
で
す
。

た
か
が
電
気
の
た
め
に
な
ん
で
命
を
危

険
に
さ
ら
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

ぼ
く
は
、
い
つ
ご
ろ
に
な
る
か
解
り
ま

せ
ん
が
、
今
世
紀
の
半
分
く
ら
い
、2

0

5
0

年
く
ら
い
に
は
、
電
気
な
ど
と
い
う

も
の
は
各
家
庭
や
事
業
所
や
工
場
な
ど

で
自
家
発
電
す
る
の
が
あ
た
り
ま
え
、

常
識
と
い
う
社
会
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
ふ
う
に
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

た
か
が
電
気
の
た
め
に
こ
の
美
し
い
日

本
、
国
の
未
来
で
あ
る
子
供
の
命
を

危
険
に
さ
ら
す
よ
う
な
こ
と
は
す
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
金
よ
り
命
で
す
。
経
済
よ
り
生
命
。

子
供
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
日
本
の
国
土

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
最
後
にK

e
e
p
i
n
g

s
i
l
e
n
t
a
f
t
e
r
F
u
k
u
s
h
i
m
a
i
s
b
a
r
b

a
r
i
c
.

「
福
島
の
後
に
沈
黙
し
て
い
る

こ
と
は
野
蛮
だ
」
と
い
う
の
が
わ
た
し

の
信
条
で
す
。

坂
本
龍
一
】

【
】
内
の
引
用
は
は
7
月
16
日
代
々
木

公
園
で
の
「
さ
よ
な
ら
原
発1

0
0
0

万
人

署

名

市

民

の

会

」

で

呼

び

か

け

人

の

坂

本

龍

一

氏

が

述

べ

た

呼

び

か

け

の

言

葉

の
一
部
で
す
。

こ
の｢

た
か
が
電
気
の
た
め
に
」
の

表
現
に
、
ネ
ッ
ト
上
で
少
数
で
す
が
異

論
反
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
気
は
現
在
、
不
可
欠
ほ
ど
重
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
。
で
も｢

命
」
に
比
べ
れ

ば
「
た
か
が
」
と
表
現
し
て
も
良
い
と

思
い
ま
す
。

戦
時
中
五
ヶ
月
程
疎
開
し
た｢

炭
山｣

(

今
は
宇
治
市
・
当
時
は
東
宇
治
郡
笠

取
村
）
は1

9
4
7

年
頃
ま
で
電
気
は
無
く
、

勿
論
ガ
ス
水
道
も
無
し
、
夜
、
室
内
は

ラ
ン
プ
外
出
は
ロ
ウ
ソ
ク
行
灯
。
電
気

の
あ
る
所
か
ら
行
っ
た
私
も
暫
く
し
て

慣
れ
ま
し
た
。
村
は
人
情
は
厚
く
、
親

切
な
人
ば
か
り
で
し
た
。

敗
戦
で
10
月
に
京
都
に
戻
り
ま
し
た

が
、
毎
日
の
夕
方
か
ら｢

停
電
」
が
続

き｢

ガ
ス
灯
」
を
光
源
に
し
た
生
活
が

半
年
ほ
ど
続
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

「
ガ
ス
は
一
度
止
め
る
と
再
開
が
大
変
」

と
の
こ
と
戦
中
戦
後
で
も
使
え
た
の
で

す
。
敗
戦
の
混
乱
で
、
治
安
が
乱
れ
、

配
給
制
度
も
混
乱
し
で
大
変
な
時
代
が

あ
り
ま
し
た
が
、
「
空
襲
」
の
恐
れ
は

消
え
、
命
を
落
と
す
危
険
が
去
り
、
人
々

は
、
平
和
の
有
り
難
さ
し
み
じ
み
と
感

じ
た
時
代
で
し
た
。
ま
だ
そ
れ
か
ら
69

年
し
か
経
っ
て
な
い
日
本
、
物
が
満
ち

溢
れ
た
国
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
の

に
当
時
よ
り
路
上
生
活
者
の
姿
が
多
い
。

物
質
の
豊
富
、
便
利
さ
を
追
求
余
り

「
心
の
豊
か
さ
」
を
犠
牲
に
し
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
さ
れ
ど
命
で
し
ょ
う
。

た
か
が
電
気
さ
れ
ど
命

福
島
の
後
に

沈
黙
し
て
い
る
こ
と
は
野
蛮
だ


